
  

『柳下 記子先生から・・・』 

だれでも得意や苦手はあるものです。そうわかっていても、学校という場所はみんなが

できるようになることを強いがちです。ですから、子どもたちはそれができなくなった

とき、できないことや苦手であることがいけないことのように思ってしまいます。その

気持ちが、いくつも積み重なっていくと、できない時点であきらめてしまいます。  

一度、あきらめてしまうとあきらめ癖がついていき、どうしたらできるようになるか、

何があったらできるようになるかを考えられなくなってしまいます。できることにこだ

わるのではなく、何があったらできるようになるのかを大切に想えるようになっていた

だけたら幸いです。（「教室の中の気になるあの子から発想した教材・教具」学事出版より） 


